
の
場
合
は
自
然
消
滅
し
ま
す
が
免

疫
力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
感
染

が
長
期
化
す
る
と
子
宮
頚
が
ん
に

進
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
中
で
も
特
に
原
因
と
な
り

や
す
い
16
型
、
18
型
の
感
染
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
、
10
代
前
半
で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
予
防
に
効
果
的

で
あ
る
と
さ
れ
、
３
回
の
接
種
で

20
年
以
上
免
疫
が
続
き
ま
す
。

※
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
新
た
な
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
防
ぐ
も
の
で
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
を
排
除
し
た
り
、
が
ん
を
治

し
た
り
す
る
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

接
種
対
象
　
接
種
日
に
町
に
住
所

を
有
す
る
中
学
校
１
年
生
か
ら
３

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
性

接
種
回
数
　
３
回

※
２
回
目
は
１
回
目
を
接
種
し
て

か
ら
１
か
月
以
上
あ
け
て
接
種
し

ま
す
。
ま
た
、
３
回
目
は
１
回
目

を
接
種
し
て
か
ら
６
か
月
以
上
あ

け
て
接
種
し
ま
す
。

接
種
方
法
　
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額
　
１
回
の
接
種
に
つ
き
、

そ
の
接
種
費
用
の
２
分
の
１
（
１

０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、

９
，
０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

助
成
方
法
　
接
種
後
、
保
健
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
乳
幼
児
の
細
菌
性
髄

膜
炎
を
予
防
す
る
た
め
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

※
こ
の
２
種
類
の
予
防
接
種
は
任

意
接
種
で
す
。
接
種
を
希
望
す
る

保
護
者
の
方
は
、
そ
の
効
果
や
副

作
用
に
つ
い
て
医
師
に
相
談
し
、

十
分
な
理
解
と
同
意
を
し
た
う
え

で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
略

し
て
「
Ｈ
ｉ
ｂ
（
ヒ
ブ
）」）
は
、

５
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
、
髄
膜
炎
、

敗
血
症
、
肺
炎
な
ど
の
非
常
に
重

い
全
身
感
染
症
を
引
き
起
こ
す
病

原
細
菌
で
、
国
内
で
は
年
間
約

６
０
０
人
が
発
症
し
、
そ
の
内
の

約
５
％
が
死
亡
、
約
25
％
に
後
遺

症
が
残
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
る
こ
と
で
、

ヒ
ブ
に
よ
る
感
染
症
の
予
防
効
果

が
あ
り
ま
す
。

接
種
対
象
者
　
接
種
日
に
町
に
住

所
を
有
す
る
生
後
２
か
月
以
上
５

歳
未
満
の
乳
幼
児

接
種
回
数
　
①
接
種
開
始
年
齢
が

生
後
２
か
月
か
ら
６
か
月
の
場
合
、

初
回
３
回
（
４
～
８
週
間
隔
）
＋

追
加
１
回
（
約
１
年
後
）

②
接
種
開
始
年
齢
が
生
後
７
か
月

か
ら
11
か
月
の
場
合
、
初
回
２
回

（
４
～
８
週
間
隔
）
＋
追
加
１
回

（
約
１
年
後
）

③
接
種
開
始
年
齢
が
１
歳
か
ら
４

歳
の
場
合
は
１
回

接
種
方
法
　
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額
　
１
回
の
接
種
に
つ
き

接
種
費
用
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、
４
，

０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

助
成
金
を
受
け
る
に
は
　
①
町
内

の
接
種
可
能
医
療
機
関
（〈
表
１
〉

参
照
）
で
接
種
の
場
合
、
医
療
機

関
備
え
付
け
の
「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
助
成
申
請
兼
代
理
受
領
委

任
状
」
を
提
出
す
る
と
接
種
１
回

に
要
し
た
費
用
か
ら
助
成
金
額
が

差
し
引
か
れ
ま
す
。

※
健
康
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

②
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
受

け
る
場
合
、
接
種
後
保
健
セ
ン
タ

ー
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
助
成
金
申
請
書

（
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
り
ま

す
）、
領
収
書
（
接
種
に
要
し
た

費
用
の
記
載
が
あ
る
も
の
）、
母

子
健
康
手
帳
（
接
種
記
録
の
記
載

が
あ
る
も
の
）、
振
込
先
口
座
が

わ
か
る
も
の
、
印
鑑

　
子
宮
頚
が
ん
は
、
近
年
20
歳
か

ら
30
歳
代
と
い
っ
た
若
い
女
性
の

発
症
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
原

因
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
も
の
で
、

女
性
の
約
80
％
が
一
生
に
一
度
は

感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
感
染
は
一
時
的
で
、
ほ
と
ん
ど

申
請
に
必
要
な
も
の
　
子
宮
頚
が

ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
助
成
金
申

請
書
（
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ

り
ま
す
）、
領
収
書
（
接
種
に
要

し
た
費
用
の
記
載
が
あ
る
も
の
）、

接
種
済
証
ま
た
は
予
診
票
控
（
接

種
医
師
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
）、

振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の
、
印

鑑　
平
成
22
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
間
に
ヒ
ブ
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
さ
れ
た
対
象
年
齢
の
方
に

も
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

2

新
た
に
助
成
が

始
ま
っ
た

予
防
接
種

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

助
成

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
支
え
ま
す

〈表１〉予防接種が可能な町内医療機関

医療機関名 所在地 電　話

前田外科内科医院 東酒々井１−１− 77（496）3610

市村外科胃腸科医院 中央台１− 26 −１ （496）2525

東医院 東酒々井３−３− 98（496）8181

林内科小児科医院 東酒々井３−３− 63（496）3170

森のクリニック 中央台２− 19 − 19 （496）6770




